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よ＼ 一般外国学校出身者募集人員 入学者 のための選考に 計よる入学者
人 人 人
総合人間学部 130 130 130 
文 ふ寸uー． 部 220 224 224 
教育学部 60 63 63 
法 学 音日 400 390 16 406 
経済学部 240 234 10 244 
理 学 音I 326 326 326 
医 且寸ι“ 音rs 100 103 103 
薬 ザ，，ー． 苦rs 80 84 84 
外国人留学生数
国費 私費 言十
人 人 人 1 人
2 2 
3 8 11 
工 寸山且ー． 音日 1,050 1,050 1,050 6 8 14 
｝，え，剣 巴寸ιー 音日 315 321 321 

















人 人 人 人
132 
3 3 227 
6 6 69 
13 13 421 




8 8 1,072 
1 323 






外国人留学生 外国人留学生 外国人留学生I~ト 入学者 合計 編入学者 再入学者小計進学者 小言1・合計国費 私費 国費私費 国費私費
人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人
文学研究科 112 2 115 6 6 52 2 55 61 
教育学研究科 36 1 38 1 1 21 2 23 24 
法学研究科 52 4 56 2 3 18 2 5 25 28 
経済学研究科 53 1 25 79 8 1 1 10 24 7 31 41 
理学研究科 286 3 2 291 20 5 1 *2 28 145 2 148 176 
薬学研究科 73 2 2 77 2 3 17 17 20 
工学研究科 707 9 23 739 37 7 10 日 85 3 6 94 148 
農学研究科 255 5 6 266 12 6 18 74 8 3 85 103 
人間・環境学
114 4 4 122 1 4 2 17 59 3 62 79 初f 究 科
エネルギー
108 2 110 10 科学研究科 11 4 3 7 18 
i口b、 言十 1,796 26 71 1,893 108 18 21 4 151 499 19 29 547 698 
〈注〉 ＊転入学者で国費留学生l名を含む
博士諜程 一 貫制博士課程
外国人留学生 外国人留学生I~ト 入学者 転入学者合計 ~ふ 入学者 転入学者合計国費 私費
人 人 人 人 人








人問。環境学研究科 人 人 人 人 人




















































































































平成9年度入学者選抜学力試験（第2次学力検査）の前期日程試験は2月25日 （火） • 26日（水）に、後期
日程試験は3月13日 （木） . 14日（金）に実施した。
学部別の受験者数、合格者数および入学者数等は次表のとおりである。
部 ｜（私人員 r~~;{!f数 J<~~；） I （弘樹 ｜（弘イ~~；） I （定席者数 1 ~：~）$1 （会格者数
~－：－－－ -:+ _l_:-+-－－ ：~~－＋－－It:-+ －－；~1 - -+ －－－~： ＋－－－l~： － － 1-- －－~6；今｜；：；｜ ！：i~；1 gιl :fl 
法 r-ii~ －－－－：：＋ －：－＋－ ゐi 示 ＋ -98i－－＋一953-l-2.s-f-13-+--1-.s-l--345-
［後期 40 624 I 15.6 500 236 I 5.9 264 I 52.8 46 
経済 学 部 ｜ 230 
r- ,itrT二Ail －－－ ~－5;--t -5i8 _ t ＿長 ｜ー ゐー －l-509-1-3.2-r---9-t -1.-1 iム
l －~~ － l_ 戸き＿ J__＿竺J＿＿竺！ _[ －－~：~ _j_ zゃJ －ぞ l-－~·－~ _ [_ －月J_ 1＿.~＿＿］＿ － ~~ － 
；後期 20 466 I 23.3 382 210 I 10.5 172 I 45.0 27 
！－－~ I ~ － -:+ - i~1---r- i-.035---r －示t -1:0i_3_ l --9；~ －－1-- --3 .~ －r -i9-1-1-.9-1－ 捌
；後 期 32 1,153 I 36.0 1,135 754 I 23.6 381 I 33.6 
医学 部 I 100 
r-:-:+ -:-+-－－ ~~~－－－ f-- 3~~~－＋ －－－：~：－－＋ －－－~：＋－－－：：－： －－＼－ － －－ ~： －＋－4：：~ － 




cf gF : I ~： f,:: F ;t F 't F~~ f ，~ Fl~ F ：~ 
: 前期 940 2,470 2.6 2,462 2,446 I 2.6 16 0.6 941 
: 後期 110 1.415 I 12.9 1,409 738 I 6.7 671 I 47.6 111 
成 ：－－irr~ －-:+ - i~；－－t 仏｜ 戸！ ？ム ！ ？長｜ 長-r- -9-1-i-.2-1－ム
r-f&-－均r---53一一［…ー ム 「ーλ：2-r ム …「一一－－5i7_T_ -8.2-1--3i_1  1＿五戸｜ ム
小j前期 I2,536 8,117 3.2 8,006 7,895 I 3.1 111 1.4 2,565 
計：瓦 一明1一一点－r-5.91-r-1-6ム－1一－5:3ム一1一－3:08_1＿＿「－－8.-7一｜一ふ一一｜一ーム.6-r--372-


























(B) （~倍JB／率A) （第D)l次選考 （巳）A寸＂.： 部 募集人員 ，忘願者数 受験者数合格者数
法 学 部I20以内人 60 人 3.0 43 























（~倍：／率A) (G) （欠~席%率） (I) (K) 欠席者数 合俗者数 入学者数
1.5 13 人 30.2 16 人 16 人
1.5 3 16.7 10 10 
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平成9年度医療技術短期大学部入学者選抜試験の結果
医療技術短期大学部では、平成9年度入学者選抜試験を 3月3日 （月）、 3月4日（火）に実施し、その合
格者氏名を 3月13日（木）に発表した。
受験者数および合格者数等は次のとおりである。
寸λu」， 科 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数
人 人 人 人
看 護 A寸＂： 科 80 278 236 96 
衛生技術 学 科 40 408 347 61 
理学療法学科 20 279 245 27 
作業療法学科 20 206 170 27 










開館日時火曜日～土曜日 9 : 30～16: 30 
（入館は閉館30分前まで、日・月・祝は休館）
場 所総合博物館企画・総合展示室
展示内容
5世紀の日本は技術革新の時代であった。朝鮮半島からもたらされた新来の製品や技術が、焼き物や農具
など日常用具の生産をはじめとして、当時の各分野の生産に大きな影響を与えた。そのなかでももっともめ
だ、った変化を遂げたのが、 王者の所有物である武具や馬具であった。
5世紀の王者たちは鉄でできた武具をまとって厳めしく装い、また彼らの乗ーった馬も、さまざまな装飾を
こらした馬具で飾られていた。こうした武具や馬具を作るためには、鉄板を複雑に折り曲げて組み合せたり、
またそれらを金・銀・銅などで装飾する技術が必要であり、当時の金工技術の粋が盛り込まれていた。その
ため優れた輸入品が用いられると同時に、新しい製作技術を学んで、さまざまな技術改良もおこなわれたの
である。
そのように高度な技術を駆使して作られた武具や馬具などの金属製品は、王者の武力や権威を示す象徴と
して、王者がもっとも重視した器物であった。したがって武具や馬具は当時の技術や生産の様相を知らしめ
るとともに、王権のあり方を考える上でも重要な歴史資料となる。
今回の企画展では、 5世紀の古墳から出土した武具 ・帯金具・馬具などを取り上げ、そこに認められる技
術変化の様相とそうした変化があらわれる背景を描写する。
なお、博物館では同時に、常設展「日本古代文化の展開と東アジアJ「日本の古文書jも開催する。
（総合博物館）
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